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クロム質れんがの反応層および侵食に及ぼす 
ガラス組成の影響 

平成26年度 研究内容 
背景 目的 

侵食試験結果 ガラスの特性 

白金族含有ガラス(with PGM)で腐食低下 

白金族含有で粘性増加、濡れ角増加 

白金族含有ガラスの試験で 
れんがの耐食性が良好となった理由は 
ガラスの特性が変化していることに起因 

浸潤・溶損過程の検証 

ガラスの特性を代入 

気液界面を除き、侵食試験結果と一致 
気液界面は他の因子が作用 
この過程は既知の浸潤、溶損モデルで整理，理解が可能 

L1-PGM/L1=0.74 
L2-PGM/L2=0.84 

 
白金族が分散することで 

浸潤は約20%、溶損は約15% 
抑制される計算となった 

既知のモデルである式(1)および(2)を使用し、 
ほうケイ酸ガラスによるアルミナ-クロム質れんがの 
浸潤および溶損過程を検証 
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